
江
戸
時
代
の
漢
方
医
は
、
神
晨
・
黄
帝
を
毎
年
冬
至
の
日
に
祭

る
の
が
習
わ
し
で
あ
っ
た
。
杉
田
玄
白
ら
の
「
解
体
新
書
」
の
刊

行
が
き
っ
か
け
で
、
蘭
学
を
学
ん
だ
蘭
方
医
達
が
、
西
洋
医
学
の

祖
先
に
当
た
る
人
物
と
し
て
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
捜
し
求
め
た
。

新
資
料
と
し
て
坪
井
信
道
の
賛
詩
に
よ
る
川
原
慶
賀
筆
「
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
像
」
に
関
し
て
報
告
す
る
。
坪
井
信
道
（
一
七
九
五
’
一
八

四
八
）
は
、
医
祖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
称
え
た
雄
大
な
五
言
律
一
扁
を

作
っ
て
い
る
。
緒
方
富
雄
の
「
日
本
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛

美
」
に
よ
る
と
作
詞
者
自
身
が
書
い
た
七
点
が
現
存
し
て
い
る
。

（
昭
四
六
年
出
版
）

資
料
一
茅
原
元
一
郎
氏
蔵
（
画
像
な
し
）

二
坪
井
誠
太
郎
氏
蔵
（
画
像
な
し
）

三
青
木
一
郎
氏
蔵
（
画
像
な
し
）

６
１
坪
井
信
道
賛
ｌ

川
原
慶
賀
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像

和
田
和
代
史

四
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
（
画
像
な
し
）

五
坪
井
環
氏
蔵
（
伝
小
田
野
直
武
画
像
）

六
天
保
一
二
年
（
石
川
大
浪
筆
画
像
）

七
武
田
薬
品
工
業
蔵
（
大
原
国
延
筆
画
像
、
天
保
一
四
年
）

西
方
有
美
人
鶴
髪
晧
如
銀
隻
眼
睨
豊
宇

方
言
驚
鬼
神
高
天
仁
不
極
大
海
知
無
恨

赫
々
吾
医
祖
光
輝
照
万
春
医
祖
賛

晩
生
坪
井
信
道
衙
拝
書

茅
原
元
一
郎
氏
蔵
の
添
書
か
ら
、
作
詩
は
、
天
保
一
○
年
（
一
八

三
九
）
作
と
考
え
ら
れ
る
。

本
演
題
の
賛
詩
は
、
登
与
助
（
慶
賀
の
通
称
）
の
サ
イ
ン
と
共
に

長
崎
一
八
四
○
四
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
一
八
四
○
年
四

月
に
製
作
さ
れ
た
と
推
論
で
き
る
。
賛
詩
の
辞
句
に
関
し
て
、
緒

方
に
よ
る
と
七
点
の
資
料
の
う
ち
全
く
一
致
す
る
の
は
、
資
料
一

と
資
料
六
（
数
本
）
の
二
点
だ
け
で
、
本
資
料
と
の
辞
句
で
は
晧
↓

咬
・
無
↓
難
の
み
で
、
自
筆
の
七
点
の
資
料
を
考
察
す
れ
ば
大
同

小
異
で
あ
る
。

信
道
自
筆
の
七
点
問
の
異
同
表
を
も
と
に
新
資
料
と
し
て
八
点

の
表
を
示
し
若
干
の
文
献
的
考
察
を
加
え
、
問
題
提
起
し
た
い
。
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慶
賀
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
と
同
じ
画
幅
が
大
分
県
杵
築
市
の
佐

野
家
に
有
り
、
賛
訶
は
、
長
崎
の
通
詞
吉
雄
権
之
助
二
七
八
五
’

一
八
三
二
が
蘭
文
の
賛
を
書
き
、
日
出
藩
の
儒
者
・
蘭
学
医
帆
足

万
里
が
権
之
助
の
藺
文
の
大
意
を
漢
文
で
書
い
て
題
言
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
慶
賀
は
、
一
七
八
七
年
（
天
明
六
）
生
、
没
年
は
不
明
、

通
称
登
与
助
、
字
は
種
美
、
号
慶
賀
、
聴
月
桜
主
人
と
称
し
た
。

慶
賀
は
、
父
香
山
に
絵
を
学
び
、
石
崎
融
思
に
も
師
事
し
た
。

出
島
絵
師
と
い
い
、
文
化
年
間
後
半
頃
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
出

入
り
を
許
さ
れ
た
画
家
で
あ
る
。
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
オ
ラ
ン

ダ
商
館
医
と
し
て
来
日
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
に
画
才
を
見
出
さ
れ
、

彼
の
日
本
研
究
に
協
力
し
て
、
多
数
の
し
か
も
多
種
類
の
画
を
描

い
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
文
政
八
年
（
一
八
二
五
年
）
に
ジ
ャ
ワ
か
ら

呼
び
寄
せ
た
助
手
の
一
人
フ
ィ
レ
ニ
ュ
ー
エ
か
ら
西
洋
画
法
を
学

び
、
多
量
の
植
物
・
動
物
な
ど
の
写
生
図
、
風
俗
習
慣
図
な
ど
を

画
い
た
が
、
実
写
作
品
は
和
洋
折
衷
体
で
、
没
個
性
的
な
資
料
と

し
て
は
異
質
で
あ
る
。
慶
賀
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
は
紀
元
前
四

○
○
年
前
後
の
ギ
リ
シ
ャ
人
の
服
装
と
は
全
く
違
い
襟
の
ま
わ
り

の
コ
ロ
レ
ッ
ト
風
の
も
の
は
、
一
七
世
紀
の
外
科
の
祖
で
あ
る
パ

レ
で
あ
る
と
考
察
す
る
。
当
時
松
浦
藩
に
パ
レ
の
原
書
が
あ
り
、

パ
レ
の
肖
像
を
モ
デ
ル
に
描
い
た
と
推
論
で
き
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト

事
件
の
と
き
慶
賀
も
罪
に
問
わ
れ
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
に

国
禁
に
触
れ
長
崎
か
ら
追
放
さ
れ
、
嘉
永
初
年
に
長
崎
に
戻
っ
た

が
、
そ
の
後
は
消
息
不
明
で
あ
る
。

今
回
は
、
坪
井
信
道
の
自
筆
の
賛
詩
と
、
数
奇
な
運
命
の
画
家

慶
賀
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

（
和
田
医
学
史
料
館
）
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